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 前回から変化日の出し方についてご説明しています。前回は“一目均衡表の雲がクロスする所、ま

たは大差なく接近する所が変化日”であるとご説明しました。（4 月 16 日号のリポート参照）。 
 変化日の出し方にはまだ何通りかあるのですが、今日ご説明するのは基本数値と呼ばれるものにつ

いてです。 
 これから申し上げる数字が株の上げ下げに密接なつながりを持っています。 
 9・１７・２６・３３・４２・６５これが基本数値です。より正確に申しますと９・１７・２６が
基本数値、３３・４２・６５は複合数値と呼ばれています。すなわち、１７に１７を足して１を引け
ば３３。なぜ１を引くのかというと、例えば、17 日上げて１７日下げた場合、日柄を数える時は安
値から高値、その高値から次の安値と、高値の所を二度数えることになります。重複するので１を引
くわけです。 
 同様に、１７に２６を足して１を引けば４２。３３に３３を足して１を引けば６５。 
 このように、複合という言葉通り二つを合計したものであるわけです。 
 9・１７・２６・３３・４２・６５この数字をまず覚えて下さい…。 
 次回は、これらの基本数値が株の上げ下げにどのようなつながりを持つのかをご説明します。 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 


